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表紙威勢良く太鼓で士気を鼓舞

　5月25日置サンドーム日向で開か

れた、第56回県民体育大会の総合開

会式では、市民らが日向サンバなど、

数々のアトラクションで開会式を盛り

上げました。

　式典のフィナーレは、日向十五夜太

鼓。威勢良く太鼓を打ちならし、県内

各地から集まった出場選手たちの士気

を鼓舞しました（11ページに関運記
事）。

■
特
集
　
介
護
保
険
制
度
の
実
施
状
況
報
告

高
齢
者
の
1
0
人
に
1
人
が
介
護
保
険

を
利
用

■
市
政
の
動
き

日
知
屋
子
ど
も
土
曜
教
室
が
開
校
／
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と

グ
ー
ム
で
遊
ぼ
う
、
水
難
事
故
人
命
救
助
者
表
彰
／
救
助
で

き
て
よ
か
っ
た
ほ
か

■
ま
ち
の
話
題

約
2
0
0
0
0
個
の
ド
ミ
ノ
倒
し
、
第
5
6
回
県
民
体
育
大

会
／
ひ
ま
わ
り
の
花
を
掲
げ
て
入
場
行
進
ほ
か

■
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

7
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
強
化
月
間
で
す
、
サ

ン
ド
ー
ム
日
向
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
設
置
、
放
送
大
学

平
成
1
4
年
度
第
2
期
学
生
募
集
、
市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
、

第
8
回
「
日
向
市
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
」
参
加
者
募
集
な
ど
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特集　介護保険制度の実施状況報告

3

月
平
均
給
付
額
は
在

宅
サ
ー
ビ
ス
・
費
が
大

き
く
増
加

　
【
表
4
】
は
、
平

成
1
2
年
度
と
恰
年
度

の
月
平
均
給
付
額

（
市
が
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
等
に
支
払
っ
た
額
）

を
比
較
し
て
い
ま
す
。

　
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
数
や
利
用
量

の
伸
び
に
と
も
な
い
、

特
に
在
宅
サ
ー
ビ
ス

質
が
大
き
く
伸
び
て

い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

1・第1号被保険者（65歳以上）

　とサービス利用者の状況【表一1】

施
設
種
別
こ
と
の
利
用
は
横
ば
い

　
【
表
3
】
は
、
施
設
種
別
ご

と
の
利
川
状
況
を
示
し
て
い
ま

す
。
本
市
で
は
新
た
な
施
設
建

設
等
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
利
用
者
数
も
ほ
ぼ
横
ば
い

の
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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平成13年3月　　　　．59，147　　’　　10，804　　　　　　1，250

平成14年3月　　　　　59，233　　　　　11，236　　　　　　1，399

伸び率．　　　　　　　　　0」5％　　　　　　3．40％　　　　　　11．92％

※第2｝｝被保険者（40才から64才）は、14年3月現在44人が認定を受け、31人がサービスを利用しています。

2・種類別サービス利用者の状況

①在宅サービス【表一2】

　　　　　　　　　　　　V　n

訪問介護（ホームヘルプ）

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリ

通所介護（デイサービス）

通所リハビリ（デイケア）

福祉用具黛与

短期入所生活介護（振替を除く）

短期入所療養介護（撮替を除く）

居宅療養管理指導

グループホーム

ケアハウス

②施設サービス【表一3】

介護老人福祉施設（特出）

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

③保険給付の状況【表一4】
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Ig

I3

所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
、

通
所
リ
ハ
ビ
リ
（
デ
イ
ケ
ア
）

の
利
川
者
が
大
多
数
を
占
め
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
1
2
年
度
に
比
べ
て
1
3

年
度
は
、
総
体
的
に
利
用
者
数
、

利
用
回
数
と
も
に
伸
び
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
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【
表
2
】
は
、
種
類
別
在
宅

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
状
況
を
．
聾

し
て
い
ま
す
。
訪
問
介
護
（
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）
、
通

今
月
号
で
は
、
市
が
ま
と
め
た
介

護
保
険
制
度
の
実
施
状
況
を
報
告

し
ま
す
。

利
用
者
数
、
利
用
回
数
と
も
に

増
加

□

口

口

●●・

＿／・．

二韻＼繍。

．黛「1

2
0
0
0
年
4
月
、
2
1
世
紀
の
社

会
づ
く
り
へ
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
し
た
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー

ト
、
今
年
で
3
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
介
護
保
険
制
度
は
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
「
行
政
に
よ
る
措
置
」

か
ら
「
利
用
者
に
よ
る
選
択
」
へ

大
き
く
転
換
さ
せ
ま
し
た
。
介
護

保
険
の
利
用
者
が
着
実
に
増
加
し

て
い
く
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
求
め
ら
れ
る
も
の

は
、
よ
り
質
の
高
い
介
護
。

財
光
寺
川
路
に
あ
る
財
光
寺
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
、
笑
顔
で
対
応
す

る
職
員
の
み
な
さ
ん
、
ラ
ウ
ン
ジ

で
仲
間
と
楽
し
そ
う
に
語
り
合
う

利
用
者
の
み
な
さ
ん
の
姿
が
あ
り

ま
し
た
。

　
【
表
1
】
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
本
市
で
は
本
年
3
月
現
在

で
6
5
歳
以
し
の
高
齢
者
の
内
、

12

E
5
％
の
人
が
要
介
護
等
の

認
定
を
受
け
、
1
0
・
7
％
（
り

人
に
1
人
強
の
割
合
）
の
人
が

何
ら
か
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。　

ま
た
、
茜
歳
以
ヒ
の
後
期
高

齢
者
の
増
加
に
と
も
な
い
、
今

後
も
要
介
護
等
認
定
者
数
、
サ

ー
ビ
ス
利
川
者
数
と
も
に
伸
び

て
い
く
こ
と
が
チ
想
さ
れ
ま

す
。

10

l
に
1
人
が
何
ら
か
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用

●
介
護
保
険
制
度
の
実
施

状
況
を
報
告

特
集
　
介
護
保
険
制
度
の
実
施
状
況
報
告

高
齢
者
の
1
0
人
に
1
人
が
介
護
保
険
を
利
用
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平
成
1
5
年
度
か
ら
の
保
険
料
は
ど
う
な
る
？

脚
配
』
険

　
　
開
争

銑

賊難
●
介
護
保
険
事
業
計
画
策

定
委
員
会
が
始
動

　
今
年
1
1
1
、
医
療
、
保
健
、

福
祉
分
野
の
代
表
者
や
5
人
の

市
民
代
表
な
ど
で
構
成
す
る

「
日
向
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
策
定
委
員
会
」
（
会
長
石
川

安
雄
さ
ん
）
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
委
員
会
で
は
、
平
成

15

N
か
ら
1
9
年
ま
で
の
5
か
年

に
わ
た
る
本
市
介
護
保
険
事
業

や
高
齢
者
保
健
福
祉
施
策
の
あ

り
方
等
に
つ
い
て
審
議
し
事
業

計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す

が
、
特
に
平
成
1
5
年
度
か
ら
1
7

年
度
ま
で
の
介
護
保
険
料
を
ど

の
よ
う
に
見
込
む
か
も
重
要
な

審
議
事
項
と
な
り
ま
す
。

●
予
防
が
重
要
で
す

　
保
険
料
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
が
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
ど
れ

く
ら
い
利
用
す
る
か
等
に
よ
り

必
要
な
経
費
を
計
算
し
、
そ
れ

を
ま
か
な
う
た
め
の
保
険
料
額

を
い
く
ら
に
す
る
か
で
決
ま
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
保
険
料
の

増
額
を
抑
え
る
た
め
に
は
定
期

的
な
健
康
診
査
な
ど
介
護
が
必

要
な
状
態
に
な
ら
な
い
た
め
の

r
防
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。Q

保
険
料
を
納
付
し
な

か
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
？

A
　
　
保
険
料
の
未
納
が
続
く

と
、
未
納
期
間
に
応
じ
て
介
護

費
用
が
い
っ
た
ん
全
額
負
担
に

な
っ
た
り
、
保
険
給
付
割
合
が

9
割
か
ら
7
割
に
引
き
下
げ
ら

れ
た
り
す
る
措
置
が
と
ら
れ
ま

す
。
市
で
は
特
別
な
事
情
で
納

付
が
で
き
な
い
場
合
は
、
分
割

納
付
な
ど
の
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。

●
毎
月
1
回
説
明
会
を
開

催
し
て
い
ま
す

　
6
5
才
に
な
っ
て
初
め
て
第
1

号
被
保
険
者
に
な
っ
た
人
等
の

た
め
に
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
方

法
や
保
険
料
の
こ
と
に
つ
い

て
、
毎
月
－
回
説
明
会
を
開
い

て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
口
時
は
毎
月
の

「
広
報
ひ
ゆ
う
が
」
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
介
護
保
険
の
こ
と
で
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

福
祉
事
務
所
高
齢
者
あ
ん
し
ん

対
策
室
介
護
福
祉
係
（
奮
内
線

2
1
7
6
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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住民基本台帳ネット
ワークシステムが始まります
平成11年8月18日に公布された「住民基本台帳法の一部を改正する法律」（法律第1
33号）により、今年8月から住民基本台帳ネットワークシステム（以下r住皇ネットワ

ークシステム」という）が稼働します。
今月号では住基ネットワークシステム構築の理由とその内容についてお知らせします。

住基ネットワークシステム構築の理由

　住民基本台帳は各種行政の基礎であり、居住関

係を公証するものです。システム構築により、高

度情報化社会に対応して、住民の負担軽減、行政

サービスの向Lを図ります。

　住民基本台帳のネットワーク化で、氏名・住
所・性別・生奪目目（4情報）と住民票コード等

によって、全国共通の本人確認ができる地方公共

団体共同のシステムが構築されます。

住民票コードとは

　住基ネットワークシステムを運営するために、

住民一人ひとりに付議されるll桁の番号です（請

求により変更が口∫能ですが、本人が希望する番号

が付目されるわけではありません）。

※住民票コードは、今年8月初旬にみなさんへ通

知を行う予定です。

住基ネットワークシステムの活用

■住民基本台帳事務の効率化

　住民票の写しの広域交付…　　全国どこの市町

村でも自分の住民票の写し（本籍の記載は無し）

が取れるようになります。

■国、県等への情報提供

　法令上明確に規定された分野で住所確認、生存

確認等に活用されることで、住民票の写しの提出
や、証明が不要になったり、年金め過払い防止等、

行政運営の簡素化・効率化に役、アちます。

■住民基本台帳カードの発行（有料）

　本人の申請により、市町村が有料でICカード

を発行します。転入・転出の特例が受けられ、市

町村が条例で定める機能を追加することも可能で
す。

今後の予定と主な内容

■第1次稼働は平成14年8月置ら

【内容】国、県等への本人確認情報の提供開始

【効果】住民票の写しの提出が順次省略されます。

　　　年金過払い防止等行財政の効率化が図られ

　　　　ます。

■第2次稼働は平成15年8月から

【内容】住民基本台帳カードの申請受付、発行

　　　住民票の写しの広域交付、転人・転出の特

　　　例処理

、（
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合
夕

山
ン

市
セ

向
祉

日
福
一

郵
既
騨

営
夕
公
地
タ

谷
ン
村
田
ン

本
セ
中
永
セ

列聖公良比

ま
所

区
藷
｝

地
事

切
り

幽
く

光
づ

財
ち

闘
■
■
團
■
■
■
囲
■
閥
■
■
■
㎜
口
口
■
囹
■
凹
■
扁
■

　
　
¢
　
　
　
　
　
　
　
働

　　　　　●町1～3丁目、高砂町、原町1～4

　　　　　丁目、家江」1～3丁目、公園通り、

　　　　　櫛の山団地、永江、江良町1～4丁目、

　　　　　新生町1～2丁目、浜町1～3丁目、
日知屋公民飼
　　　　　伊勢ケ浜、中堀町1～3丁目、平野町

　　　　　　1～2丁目、山手町、堀一方、平野、

　　　　　深溝、鶴根」1～4丁目、塩田、塩田

　　　　　団地、古田

　　　　　曲浦、宮の上、高々谷、ハ幡、庄手向、

　　　　　地繭、吉野川、清正、ハ坂、伊勢

　　　　　北町、日向台、花ケ丘、迎洋薗、不動寺、

亀崎中区公民亀崎棄、亀目申、●崎南、向江町1～2

館　　　　　丁目、北可1～3丁目、●崎1～4丁目、

　　　　　亀墨東1～5丁目、亀崎西1～2丁目

　　　　　庄手、裾木、大王昭．1～6丁目、大王谷、

　　　　　梶木」1～2丁目

　　　　　郡」、上町、本訂、中町、南町、中原、
日向市総合
　　　　　高見橋通り、広見、東草場、西草場、春
福祉センタ
　　　　　原、看原可1～2丁目、新財市、千束口、

　　　　　塩見ケ丘

本谷営農研修
　　　　　本谷、西川内
センター

　　　　　中村、奥野、権現原

永田地区集落
　　　　　氷田
センター

　　　　　山下、長江団地、往還、比良、川路団地、

　　　　　山下町1丁目、往還町、比良町1～5丁

　　　　　目
財光寺南地区ま

　　　　　切島山2区、切島山1区、松原、沖町
ちづくり事務所

第2選挙区

■1秋山公民館　　秋留

囹　南日向⊃ミニュ笹罫榮、笹野φ、笹野西、金ケ浜、曙、

　ティセンター　本宮、美砂

回　籾木集落セ
　　　　　　　籾木
　ンター
■凹鵜毛公民館　二毛

凹蓋々津公民豊器：田干蹴磁新鳳

囹融公臨宮の下融、落鹿

回　田の原営農研
　　　　　　　田の原
　修センター

／

’f7
■

1〕
．

◎投一所、投翼区が変更になりました

　今回の選挙から投票所が3か所増えました。■

の投票所・投票区は、今回の選挙から新設され、

または変更になったところです。投票日当日は、

投票所入場券に記載された投票所名をこ確詔の上、

お出かけください。

●
投
票
で
き
る
人

　
本
年
度
の
本
市
の
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

◇
投
票
1
1
7
月
7
日
（
日
）
午

前
7
時
～
午
後
8
時

◇
開
票
1
1
投
票
日
当
日
、
午
後

9
時
1
0
分
か
ら
勤
労
青
少
年
体

育
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

　
投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
、

病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
理
由

に
よ
り
投
票
所
に
行
け
な
い
場

合
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

◇
投
票
場
所
1
1
市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
（
市
庁
善
南
別
館

－
階
）

◇
期
間
1
1
6
月
3
0
目
～
7
月
6

●
点
字
投
票
・
代
理
投
票

　
日
や
身
体
が
不
自
由
で
字
が

吾
け
な
い
人
ま
た
は
文
字
が
書

け
な
い
人
の
た
め
に
「
点
字
投

票
」
や
「
代
理
投
票
」
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。
希
望
す
る
人
は

　
投
票
所
入
場
券
は
、
・
7
月
－

口
、
有
権
者
の
各
家
庭
に
送
付

す
る
r
定
で
す
。

●
投
票
所
入
場
券

投
票
所
で
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

●
投
票
と
開
票

れ
て
い
る
人
。

●
不
在
者
投
票

み後◇［
ま8時
す時間
）（　II

　L午
　口前
　・8
　日時
　曜3｛〕

　H分
　を　～

　含午

7
月
7
日
に
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

6

」
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日
知
屋
子
ど
も
土
曜
教
室
が
開
校

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
ゲ
ー
ム
で
遊
ぼ
う

　
日
知
屋
公
民
館
（
松
田
ミ
チ
．
r
館
．
長
）

で
日
知
屋
r
ど
も
ヒ
曜
教
室
が
6
月
8

日
、
開
校
し
ま
し
た
。
来
年
－
月
ま
で

毎
月
、
第
2
ヒ
曜
目
に
開
か
れ
ま
す
。

　
開
校
式
で
は
松
田
館
．
長
が
「
4
月
か

ら
毎
週
土
曜
日
が
お
体
み
に
な
り
ま
し

た
ね
。
こ
の
ヒ
曜
教
室
で
、
い
ろ
ん
な

こ
と
を
見
て
触
れ
て
、
体
験
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
こ
の
目
は
、
日
知
屋
公
民
館
の
学

校
区
で
あ
る
、
日
知
屋
東
小
学
校
の
池

川
校
．
長
と
日
知
屋
小
学
校
の
西
富
教
頭

も
出
席
し
て
、
開
校
を
祝
い
ま
し
た
。

　
日
陰
屋
f
ど
も
ヒ
曜
教
室
に
は
今

年
、
校
区
内
の
4
9
人
（
小
学
4
年
生
か

ら
6
年
生
）
が
参
加
し
て
い
ま
す
．
。

　
開
校
式
の
後
は
、
8
グ
ル
ー
プ
に
別

れ
て
自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。
自
分
の

楽しく指遊びゲーム1（上）

薄
．

名
前
と
好
き
な
食
べ
物
な
ど
を
、
疋
気

よ
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
、
顔

が
赤
く
な
る
ほ
ど
緊
張
し
て
い
る
．
r
も

い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
長
渡
貴
響
く
ん
、
鬼
束

翔
豪
く
ん
、
那
須
崇
倫
く
ん
ら
高
校
生

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
指
遊
び
な
ど
の

ゲ
ー
ム
で
遊
び
ま
し
た
。

》

二▼」■殴 一避く認
前に出て自己紹介する児童たち

な高　’　るは
ど校鬼　 r’疋
の生束　も顔気

市長階想

霧
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

㊥山本孫

　
県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、
第

56

�
ｧ
民
体
育
大
会
が
、
今
年
は

県
北
地
区
を
中
心
に
、
3
市
1
2
町

－
村
の
5
1
会
場
で
、
3
7
競
技
に
わ

た
り
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、

「
サ
ン
ド
ー
ム
ー
1
向
」
で
行
わ
れ
た

総
合
開
会
式
で
す
。
開
会
式
前
に

は
日
向
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
日
向
サ
ン
バ
」

や
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の

皆
さ
ん
に
よ
る
3
B
体
操
で
会
場

の
雰
囲
気
を
大
き
く
盛
り
h
げ
て

く
れ
ま
し
た
。
1
7
市
郡
の
役
員
、

選
手
代
表
約
1
0
0
0
名
の
人
場

行
進
は
、
我
が
町
を
P
R
す
る
た

め
、
思
い
お
も
い
の
、
の
ぼ
り
や

横
断
幕
を
持
ち
、
す
ば
ら
し
い
も

の
で
し
た
。
開
会
式
の
最
後
は
威

勢
の
良
い
ト
κ
夜
太
鼓
で
選
手
の

上
気
を
鼓
舞
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
様
に
「
サ
ン
ド
ー
ム
日
向
」

か
ら
情
報
発
信
で
き
た
こ
と
を
契

機
に
、
市
民
－
人
ひ
と
り
の
健
康

づ
く
り
へ
の
気
運
が
高
ま
れ

ば
…
と
思
い
ま
す
。

、乙

．
．
炉
．

襲

O

　　　ら「’　〕1　　》
　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

この熱意を地域振難つなげたい唄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　まちづくり事業に対し市が助成する、’F成14　1
年度ひまわり基金事業の認定証交付式が6月　i

17口、市長室で開かれ、12認定事業団体の代　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二一者一人ひとりに、山本市長から認定証が手渡　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コされました。山本市長は「この熱意ある取り組；
みを地域興しにつなげたい、しっかり取り組ん　i

で欲しい」と期待しました。　　　　　　　　　i

　認定された事業・団体は次のとおりです。　　i

▽塩見河川鯉のぼりフェスティバル（しおみな　i

かむらやつちみろ会）、向日葵コンサート（日　i

向：音楽レスナーの会）、ハ幡通り・横丁サマー　i

フェスティバル（ハ幡通り・横丁連合会）、亀崎　i

三区「供養盆踊り」（亀崎盆踊り保存会）、奥野　i

神楽保存事業（奥野神楽保存会）、平成14年度　1

ピアノステップ＆トークコンサート（社団法人i

全日本ピアノ指導者協会）、「自然を学ぶ講演会」　i

耳川よ永還に（日向市南部振興会）、よさこいソ　i

一ラン祭り「長谷川岳さん」講演会（日向商工　i

会議所青年部経営委員会）、日向カップサーフィ　i

ン大会（JPSAプロサーフィン大会誘致実行委　i

員会）・日向伍夜まつりを盛り上げる事業（日i

向市の祭りを考える会）、映画上映会（山田会）、1

立縫沿駆馳（立山沿鞍麟委員会）　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

トP卜 ｮ

小林秀雄さん（左）と橋本裕春さん（右）

曇繊種麺嘉無難鍍

雛畷禽韓驕露
けし式会か月で’歳の念にし日
取’に連れ28す金×は品あたに

呈麟継郎雑、：鮭難
しか林に口市　徳本張りた事＿
　　　　　　　　さ裕1秀ま3故地たらさ先出勤
。感ん立市労　　ん春雌し人にの

　謝とち水青　＿ささ梶におナ
　状橋行難少　佐んん　狙いガ

　　　　　　　　　た人発熱釣本
　　　　　　　　　もで見にりさ
　　　　　　　　　の嘉し上をん
　　　　　　　　　で力’がしは
　　　　　　　　　すし現れて　’
　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　て場ない同
　　　　　　　　　　　’にくたじ
　　　　　　　　　　岩いなと会

敦
助
で
き

て
毒よ

肇か
ロロ

蕩つ
壽た

がんばります1九州大会
　
県
指
導
会
の
結
果
、

の
鈴
木
隆
文
（
写
真
左
か
ら
5
番
目
）
、

ロ
ー
プ
登
は
ん
の
海
野
道
明
（
写
真
右

か
ら
2
番
目
V
両
消
防
士
が
、
8
月
2

日
に
大
分
市
で
開
か
れ
る
九
州
大
会
へ

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
消
防
署
の
救
助
隊
員
が

5
月
2
7
日
、
市
長
に
日
ご
ろ

の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
2
9
日
に
宮
崎
市
で

開
か
れ
た
、
県
消
防
技
術
者

指
導
会
に
出
場
す
る
こ
と
か

ら
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
隊

員
た
ち
は
素
早
い
動
き
で
、

標
準
所
要
時
間
を
軽
々
と
つ

リ
ア
し
、
見
守
る
関
係
者
に

高
い
消
防
技
術
を
示
し
ま
し

た
。　

　
　
　
は
し
こ
登
は
ん救命救助に確かな自信！市消防署救助隊員

9



70

㊥
2
・
…
個
の
ド
ミ
ノ
倒
し

　
西
草
場
区
民
の
親
睦
を
図
ろ

う
と
5
月
1
8
日
、
大
ド
ミ
ノ
倒

し
大
会
が
西
草
場
公
民
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。
5
月
9
日
か
ら

会
場
設
営
を
行
い
、
役
員
の
汗

と
涙
で
約
2
0
0
0
0
個
の
ド

ミ
ノ
が
、
公
民
館
の
床
一
面
に

並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
鈴
木
．
二

郎
区
長
は
、
「
全
国
で
も
、
区

と
し
て
こ
う
い
つ
た
行
事
を
行

う
こ
と
は
め
ず
ら
し
い
。
ド
ミ

ノ
は
た
だ
並
べ
て
あ
る
の
で
は

な
く
、
計
算
し
て
あ
る
ん
で
す

よ
」
と
自
信
た
っ
ぷ
り
。

　
緊
張
感
が
漂
う
会
場
に
は
、

区
民
約
1
0
0
人
が
つ
め
か

け
、
舞
台
の
上
か
ら
息
を
ひ
そ

め
て
ス
タ
ー
ト
を
待
ち
ま
し

た
。
そ
し
て
み
ん
な
で
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
。
区
広
報
で
の
予
告

ど
お
り
、
6
時
3
0
分
ち
ょ
う
ど

に
ス
タ
ー
ト
。
途
中
で
止
っ
て

し
ま
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま

し
た
が
、
人
形
仕
掛
け
、
ひ
ょ

っ
と
こ
や
渦
巻
き
な
ど
工
夫
を

凝
ら
し
た
模
様
が
現
れ
る
た
び

に
、
区
民
か
ら
は
歓
声
が
沸
き

起
こ
り
ま
し
た
。

　
約
8
分
間
で
、
全
て
の
ド
ミ

ノ
が
倒
れ
る
と
、
参
加
者
は
満

足
感
で
い
っ
ぱ
い
。
大
仕
事
を

成
し
遂
げ
た
区
の
役
員
も
、
喜

び
の
表
情
で
し
た
。

魯6
，

　　　●躍　．　　　　，1「F　 －｛「昌’篭、

ドミノが目の前を通過するたび歓声が

0
塾
し
た
森
疑
り
で
査
賞
霊

謳
　
　
蚕

鰹
『

「
㎞
旧
．．

全
墜

司、ら

銅【
b

訪れた大懸望事窮局長｛左｝と野刷知秀金言〔中央）

　
日
向
市
ふ
る
さ
と
の
自
然
を
守
る
会

（
野
別
知
秀
会
長
）
が
、
第
1
3
回
「
み

ど
り
の
愛
護
」
功
労
者
国
土
交
通
大
臣

表
彰
を
受
け
5
月
－
日
、
市
長
に
報
告

に
訪
れ
ま
し
た
。
同
表
彰
は
、
全
国
で

こ
の
他
7
7
団
体
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
同
省
は
、
口
向
市
に
お
け
る
自
然
環

境
の
保
護
育
成
、
生
活
環
境
等
の
保
護

を
目
的
と
し
て
活
動
を
続
け
て
お
り
、

市
有
林
を
始
め
と
し
て
、
水
を
貯
え
る

「
安
定
し
た
森
林
」
造
り
を
行
う
こ
と

に
よ
り
河
川
水
質
保
全
や
山
林
保
全
の

大
切
さ
等
の
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

㊥
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
亨

．
「

　
永
年
の
功
績
に
よ
り
、
民
生
委
員
厚

生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
を
受
け
た
安
部

田
鶴
子
さ
ん
（
7
5
歳
”
上
町
）
と
溝
口

俊
策
さ
ん
（
7
7
歳
”
財
光
寺
）
が
5
月

30

冝
A
市
長
室
に
受
賞
の
報
告
に
訪
れ

ま
し
た
。
安
部
さ
ん
は
2
1
年
、
溝
口
さ

ん
は
1
7
年
間
民
生
委
員
と
し
て
ご
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
市
内
の
民
生
委

員
は
1
2
2
人
（
う
ち
主
任
児
童
委
員

10

�
j
で
任
期
は
1
年
間
で
す
。

　
山
本
市
長
は
「
ご
功
績
に
対
し
て
、

感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
」
と
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

・導

㊦
花
ひ
霧
り
霜
雪
響
進

■広報紙に掲載された写真を差し上げます。

　希望する人は、市総務課（君内線2234）まで。

罷

■
団
体
競
技
優
勝
／
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男

子
2
部
／
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子
2
部
／

テ
ニ
ス
男
r
／
ク
レ
ー
射
撃
／
剣
道
女

子
■
個
人
優
勝
／
陸
上
　
円
盤
投
げ
男

子
B
組
　
杉
田
稔
3
5
m
9
2
㎝
／
5
k
ロ

ー
ド
女
子
B
組
　
椎
葉
真
理
2
1
分
1
2

秒
置
5
k
ロ
ー
ド
女
子
G
組
　
今
田
和

子
2
4
分
4
9
秒
（
大
会
新
）
／
2
0
0
m

女
子
B
組
　
柳
田
初
美
3
2
秒
0
0
／
水
泳

50

克
ｩ
由
形
男
子
E
組
　
白
井
浩
司
2
8

秒
8
9
／
5
0
m
自
由
形
男
～
1
組
　
白
井

克
郎
3
1
秒
H
／
5
0
m
背
泳
ぎ
男
子
A
組

古
本
翔
太
3
2
秒
4
2
／
5
0
m
背
泳
ぎ
男

子
B
組
　
平
川
智
幸
4
2
秒
4
7
／
5
0
m
バ

タ
フ
ラ
イ
男
子
E
組
白
井
浩
司
3
0
秒

38

^
5
0
m
自
由
形
女
子
B
組
　
富
高
幸

子
3
1
秒
0
0
（
大
会
新
）
／
5
0
m
背
泳
ぎ

女
子
H
組
　
植
田
妙
子
4
4
秒
8
7
／
柔
道

25

ﾎ
未
満
の
部
　
藤
本
隆

　ハノ，ン

　
第
5
6
回
県
民
体
育
大
会
の
総
合

開
会
式
が
5
月
2
5
日
、
日
向
市
お

倉
ヶ
浜
総
合
公
園
サ
ン
ド
ー
ム
日

向
で
開
か
れ
、
2
6
口
ま
で
の
日
程

で
県
北
を
中
心
に
、
県
内
5
1
会
場

で
3
7
競
技
を
競
　
ま
し
た
。
H
向

市
は
軟
式
野
球
（
お
倉
ヶ
浜
・
大

王
谷
野
球
場
）
の
ほ
か
4
競
技
の

会
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
式
典
に
先
立
ち
日
向
サ
ン
バ

3
B
体
操
が
披
露
さ
れ
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
b
続
い
て
、
県
内

の
1
7
市
町
村
の
役
員
・
選
手
団
な

ど
約
1
0
0
0
人
が
、
地
元
中
学

生
の
プ
ラ
カ
ー
ド
に
先
導
さ
れ
て

入
場
行
進
、
本
市
選
手
団
も
市
花

①
元
へ
の
お
礼
の
碧
羅
す

’

　
美
々
津
ま
ち
な
み
広
場
の
高
札
場

を
、
地
元
の
河
野
塗
装
店
（
河
野
＋
見
三

社
長
）
の
従
業
員
が
6
月
－
日
か
ら
3

日
の
期
間
、
奉
仕
作
業
と
し
て
塗
装
し

高
札
場
は
見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年
、
石
並
の

ト
イ
レ
（
海
岸
）
を
同
様
に
塗
装
し
、

喜
ん
で
も
ら
え
た
こ
と
か
ら
、
今
年
は

高
札
場
を
き
れ
い
に
し
ょ
う
と
行
っ
た

も
の
で
す
。
河
野
社
長
は
、
「
生
ま
れ

育
っ
た
ま
ち
で
あ
り
、
地
元
を
愛
し
て

い
る
。
微
力
だ
が
地
元
へ
お
礼
の
気
持

ち
を
表
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

⑪
す
り
の
蕩
茎
場

　
第
1
6
回
「
日
向
木
挽
唄
」
，
全
国
人
会

が
6
月
8
日
・
9
口
の
2
日
間
、
日
向

市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
を
豆
会
場
に
開

か
れ
ま
し
た
。

　
5
部
門
で
競
い
、
優
勝
杯
争
奪
戦
と

な
っ
た
総
合
優
勝
杯
は
宇
賀
邦
雄
さ
ん

（
椎
葉
村
）
の
手
に
握
ら
れ
ま
し
た
。

　
5
部
門
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
幼
年
の

部
に
は
、
小
学
校
入
学
前
の
幼
児
1
4
人

が
出
場
し
ま
し
た
。
日
向
市
の
小
田
有

希
子
ち
ゃ
ん
は
、
か
す
り
の
着
物
で
1
3

番
目
に
登
場
し
、
か
わ
い
い
歌
声
で
会

場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
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報 言
　「情報伝言板」は、皆さんの自

主的な活動を応援するコーナーで

す。サークル活動などの会員募集

やイベントなどの情報をお寄せく

ださい。営利や政治・宗教活動を

目的としたものはお断りします。

　原稿は、毎月1日までに市総務

課（2内線2234）へ。ただし、

紙面のスペースの関係上、掲載で

きない場合があります。

■県立産業技術専門学校（仮称）

平成15年4月開校

◇募集＝イ〈造建築科、電気設備科、

構造物鉄」：科、建築設備科洛科2

0人｝◇応募資格一’F成15fF　4月1

日現在で満18歳以ヒの人（高校卒

業程度）。◇願書受付＝10月1日～

10月31Hまで。◇試験日一ll月15

日◇問い合わせ＝県労働政策課

（倉0985－26－7107）ま

たは県立中部高等技術専門学校
（50983－23－0523）

■中小企業発明巡回相談

◇日時一毎月第2金曜日（午後1

時3（．）分～午後3時30分）※当11が

口口の時は、翌週の最初の平口◇

場所一日向商L会議所◇問い合わ

せ＝（社則明協会宮崎県支部相談室

（費0985－74一〔｝900）

■海水浴場監視員の募集

◇募集人員一12人◇募集期間＝7

月1口　（月）～且0日（水）◇賃

金；日額6000円◇資格＝高校

3年生以しの健康で泳ぎに自信の

ある人◇監視場所＝御鉾ヶ浦、伊

勢ヶ浜、お倉ヶ浜の各海水浴場◇

監視期間一7月20目（1：〉～8月

3且日　（ヒ）◇監視時間一午前8時

30分～午後5時◇申込方法＝市商

業観光課に備え付けの申込川紙に

承諾菩（恥成年者のみ）を添えて、

商業観光課（麿内線2635）へ．

提出してください。

※申込者多数の場合は、抽選とし
ます。

　　　　　　図．　　　館

1）・弓凪6　・．‘ ‘・ト
　　　箆5回「会えτよかった1冊の本～

　　読書愚想絵はがき展」作昌募粟のお知らせ

　あなたの「会えてよかった本」についての想いや印象

を絵にして、はがきという“キャンパス”に描いてみま

せんか。毎年、多数の応募作品が寄せられている「読書

感想絵はがき展」を開催します。

◇募集＝①幼児の部（3歳以上）②小学校1・2・3年

の部③小学校4・5・6年の部④中学生の部⑤一般の部

（高校生以上）の応募区分により、「官製はがき」を台紙

として描いた作品を募集します。◇対象となる作品＝雑

誌、マンガ以外でジャンルは問わない◇応募資格＝市内

に居住または通勤、通学する人◇応募期間＝7月21日

（日）～9月10日（火）◇応募・問い合わせ＝市立図書

館（費54－1919）

葉灘難灘難難
さんです（Φ央は二見順雄塾頭）。

　これから各グループことに別れ、そ

れぞれの研究テーマに沿って、市の将

来像、予算、財政状況などについて研

究し、報告書をまとめます。

「
が
ん
ば
っ
ち
ょ
る
」

ー
ク
ル
、
団
体
な
ど

W
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

8
人
は
、
市
総
務
課

2
3
4
）
ま
で
こ
連

．
　
O

⑬

みんなの広場

b

日向の観光は行政と民間が一体となり

全国的に知名度をトげていく取り組みを

日向ハイツ（日知屋米ノ山β0982－53－0666）

ー
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

甲
斐
　
な
ん
と
＝
＝
ロ
っ
て
も
眼
下
に
広
が

る
日
向
灘
。
季
節
や
天
候
、
時
間
に
よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
色
の
変
わ
る
海
は
、

他
に
は
な
い
絶
嬬
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

す
。
ま
た
、
去
年
「
目
ざ
ま
し
テ
レ
ビ
」

1
「
日
向
ハ
イ
ツ
」
は
ど
う
い
う
施
設

な
の
で
す
か
？

甲
斐
　
　
（
財
）
宮
崎
県
公
園
協
会
が
県

か
ら
委
託
を
受
け
τ
管
理
運
営
を
行
っ

て
い
る
勤
労
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

す
。
ど
な
た
で
も
気
軽
に
宿
泊
や
結
婚

式
、
会
議
等
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

現
在
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
意
味

か
ら
も
「
オ
ー
シ
ャ
ン
リ
ゾ
ー
ト
　
日

向
ハ
イ
ツ
」
と
し
て
P
R
し
て
い
ま
す
。

1
最
後
に
日
向
の
観
光
に
つ
い
て
こ
意

見
等
あ
れ
ば
。

甲
斐
　
日
向
だ
け
で
は
な
く
只
言
地
域

と
い
っ
た
広
い
範
囲
で
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
連
携
し
て
P
R
す
る
必
要
が
あ
る
の

・
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
行
政
と
民
間

が
一
体
と
な
り
全
国
的
に
知
名
度
を
上

げ
て
い
く
取
り
組
み
が
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。

　
夏
本
番
を
ひ
か
え
、
い
よ
い
よ
観

光
・
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
で
す
。
今

月
号
で
は
、
「
日
向
ハ
イ
ツ
」
の
甲
斐

支
配
人
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

ほ瀧＿盛

3．

　
　
　
1
夏
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
の

■酬

@
　
企
画
や
イ
ベ
ン
ト
は
あ
り
ま

　
　
　
せ
ん
か
？

’
・
　
　
甲
斐
　
夏
休
み
特
別
企
画
と

四
　
　
し
ま
し
て
「
楽
し
い
親
子
の

　
　
　
ふ
れ
あ
い
の
旅
」
を
格
安
料

金
で
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ

団
体
向
け
に
「
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
パ
ッ

ク
」
、
高
齢
者
に
は
「
老
人
ク
ラ
ブ
期

間
限
定
パ
ッ
ク
」
、
抜
群
の
学
習
環
境

を
生
か
し
た
「
夏
休
み
学
習
キ
ャ
ン
プ
」

な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
プ
ラ
ン
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
他
に
、
新
し
い
試
み

と
し
て
、
今
ま
で
に
な
い
ス
タ
イ
ル
の

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
企
画
し

ま
し
た
。
内
容
で
す
か
？
6
、
7
日
に

お
披
露
目
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
来
て
か
ら
の
お
楽
し
み
…
と

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

で
放
映
さ
れ
た
鯛
の
会
席
料

理
は
、
う
ち
の
名
物
と
な
っ

て
い
ま
す
。
予
約
が
必
要
で

す
が
、
　
一
度
ご
賞
味
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　小田直人さん（21歳：広見》

　　　准看出師の勉強中です。今日
両　　は実習に市役所に来ました。看

　　護はやりがいのある仕事だと思

　　います。サッカーチーム「コス

　　モイレブン」に所属しています。

　　サッカーのワールドカップ中継

　　に熱中しすぎて寝不足です。

圃曳～」

いきいき
　　　　青春トーク

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
の

近
所
の
若
者
や
職
場
の
ホ
ー
プ
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
た
い
人
が
い
る

か
た
は
、
市
総
務
課
（
容
内
線
2
2
3

4
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、

自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
人
は
、
広
報

係
が
写
真
を
撮
り
に
う
か
が
い
ま
す
。

・
壷

卸

石井千晴さん（22歳：向江町）

　今年JA日向に人社し広報を

担当しています。体日にも取材

のド見に行ったりしてますよ。

ハウスの中がけっこう暑いの
で、汗だくの取材になることも．

　駅前の区画整理で市街地が良

くなることに期待しています。
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ぼしゅうおしらせ

1■

一
　
日
向
地
区
保
護
司
会

　
7
月
は
、
「
社
会
を
明
る
く

　
す
る
運
動
」
強
化
月
間
で
す

　
こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
疏
場
に
お
い

て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
今
年
は
、
第
5
2
回
を
迎
え
ま

す
。
期
間
中
は
、
日
向
地
区
保

護
司
会
の
み
な
さ
ん
を
中
心
に

啓
発
活
動
や
各
日
大
会
な
ど
へ

の
後
援
を
行
い
ま
す
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

に
つ
い
て
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。一

　
第
2
0
回
日
向
市
「
同
和
」
教
育
研
究
大
会

　
記
念
講
演
講
師
は

　
下
吉
真
一
一
さ
ん

◇
と
き
1
1
8
月
6
日
（
火
）
、

午
前
9
時
受
付
開
始

◇
と
こ
ろ
1
1
日
向
市
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
及
び
中
央
公
民
館

◇
参
加
費
1
1
無
料

◇
記
念
講
演
門
講
師
／
ド
占
真

．
一
さ
ん
（
鳥
取
県
倉
占
市
や
ま

び
こ
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
）

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
市
社
会
教
育

課
内
同
実
行
委
員
会
事
務
局

（
費
内
線
2
4
2
3
）

一
　
サ
ン
ド
ー
ム
日
向

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を

　
設
置
し
ま
し
た

　
2
1
1
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
サ

ン
ド
ー
ム
日
向
」
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
に
健
康
増
進
や
体

力
増
強
を
図
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
設

置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
設
置
す
る
機
器
は
1
2
台
で
、

1
度
に
1
7
人
が
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
．
　
　
　
　
…

「
ご
利
川
ヒ
の
注
意
・
抜
粋
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

①
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア
・
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

内
シ
ュ
ー
ズ
を
着
用
し
て
く
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

さ
い
。
②
体
調
が
悪
い
と
き
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

利
用
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。
③

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

小
学
生
以
下
の
方
は
利
用
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

ま
せ
ん
。
④
中
学
生
は
保
護
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

同
伴
の
場
合
の
み
利
用
で
き
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

す
。
⑤
．
使
用
料
は
、
中
・
高
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

生
は
1
回
1
0
0
円
、
一
般
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

人
は
2
1
0
円
で
す
（
消
費
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

込
み
）
。
⑥
1
回
の
こ
利
川
は

2
時
間
以
内
と
し
ま
す
。
⑦
一
利

用
時
間
は
、
午
前
9
時
か
ら
午

後
9
時
ま
で
．

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

責
任
技
術
者
試
験
を
実

施ド
水
道
の
機
能
を
ト
分
生
か

す
た
め
に
排
水
設
備
の
r
事

は
、
責
任
技
術
者
の
い
る
指
定

n
事
店
で
な
い
と
施
行
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
責
任
技
術
者
の
資

格
試
験
が
次
の
と
お
り
実
施
さ

れ
ま
す
。

◇
試
験
日
1
1
H
月
1
7
日
（
日
）

◇
受
験
講
習
日
程
門
m
月
2

［
・
3
［
の
う
ち
一
［
受
講

◇
受
験
申
込
書
等
の
配
布
1
1
7

月
8
日
（
月
）
～

◇
申
込
受
付
1
1
8
月
5
［
（
月
）

～
8
月
1
6
日
（
金
）

　
詳
し
く
は
、
市
ド
水
道
課
へ

（
容
5
4
4
1
7
5
）

一
　
花
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

　
ひ
ま
わ
り
の
苗
の
配
布

　
は
7
月
7
日

　
「
花
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」
に
取
り
組
む
、
日
向
市
花

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　旧　　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　一　　　　－　　　　一

の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進

協
議
会
で
は
、
ひ
ま
わ
り
の
種

r
を
各
支
所
、
公
民
館
で
無
料

配
布
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
7
月
7
日
に
市
役
所

前
で
蒔
の
配
布
を
し
ま
す
。

◇
配
布
時
間
1
1
午
前
9
時
～
1
2

時◇
問
い
合
わ
せ
1
1
都
市
計
画
課

（
倉
内
線
2
6
1
2
）

σ

脚
甫

一
議
粟

　
宮
崎
県
北
部
地
区
「
海
の
日
」

協
賛
会
で
は
、
毎
年
記
念
行
事

を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

は
7
1
1
”
㎜
日
（
月
V
に
記
念
式

典
と
あ
わ
せ
て
、
次
の
と
お
り

川
崎
航
路
に
就
航
し
て
い
る
カ

ー
フ
ェ
リ
ー
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

エ
キ
ス
プ
レ
ス
」
に
よ
る
体
験

航
海
を
実
施
し
ま
す
。

　
親
子
連
れ
で
快
適
な
L
八
型
船

の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？

◇
と
き
1
1
7
月
”
」
目
（
月
）
、
午

●

7
月
の
相
談

◇
交
通
事
故
巡
回
相
談

　
と
き
■
7
月
1
9
日
（
金
）

　
　
　
　
　
0
・
0
～
4
・
0

　
と
こ
ろ
■
中
央
公
民
館

◇
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　
と
き
■
7
月
1
8
日
（
木
）

　
　
　
　
0
・
0
～
5
　
・
0

　
　
　
　
蓉
5
2
　
2
1
1
1
｝

　
と
こ
ろ
■
中
央
公
民
館

◇
年
金
巡
回
相
談

　
と
　
き
■
7
月
9
日
（
火
）

　
　
　
　
　
0
　
．
0
．
　
　
門
D
　
’
　
0

　
　
　
　
　
一
　
　
．
　
｝
～
　
　
　
．
　
）

　
と
こ
ろ
■
背
少
年
ホ
ー
ム

◇
女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
相
談

　
　
　
①
面
接
相
談

　
　
　
　
（
毎
週
木
曜
日
）

　
　
　
②
電
話
相
談

　
　
　
　
（
1
1
、
火
、
木
、
金
）

　
　
　
　
〔
倉
蕊
．
．
1
6
6
0
）

　
と
き
■
B
”
㎝
～
裕
”
0
0

　
と
こ
ろ
■
推
進
ル
ー
ム

　
　
　
　
　
　
「
さ
ん
ぴ
あ
」

◇
障
害
者
相
談

　
と
き
■
7
月
9
目
（
火
）

　
　
　
　
m
”
0
0
～
1
2
”
0
0

　
と
こ
ろ
■
身
体
障
害
者
セ
ン

　
　
　
タ
ー
〔
倉
5
2
．
．
－
5
4
3
4
〕

■市民なんでも相談ホットライン伽55－9111・IELO120－86－4388）

後
1
2
時
乗
船
開
始
、
1
2
時
3
0
分

出
航
、
1
5
時
帰
港
（
い
ず
れ
も

予
定
）

◇
予
定
航
路
1
1
細
島
港
～
細
島

港
沖
合
（
延
岡
方
面
）
～
細
島
港

◇
集
合
場
所
1
1
細
島
工
業
港
フ

ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル

◇
費
用
1
1
1
人
5
0
0
円

◇
募
集
定
員
1
1
6
0
0
人

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
市
港
湾
L
業

課
内
宮
崎
県
北
部
地
区
「
海
の

目
」
実
行
委
員
会
事
務
局
（
君

内
線
2
6
5
3
）

匠

41

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　胃　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　π　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　一　　　　－　　　　　r　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　－　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　一　　　　　　　　　　　　　　一

や

一
　
介
護
相
談
員

　
情
熱
あ
る
人
募
集

　
市
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
疑
問
や
不
安
を
解
消

し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
を
図
る
た
め
、
利
用
者
や
そ

の
家
族
の
話
を
聞
い
て
相
談
に

応
じ
る
「
介
護
相
談
員
派
遣
事

業
」
を
実
施
し
て
お
り
、
市
内

の
7
つ
の
介
護
施
設
で
相
談
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
5
名
の
相
談
員
が
活
動

し
て
い
ま
す
が
、
今
回
－
名
を

募
集
し
ま
す
。

◇
対
象
者
1
1
①
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
が
あ
り
、
高
齢
者
福
祉

に
対
し
情
熱
の
あ
る
人
、
．
②
1

ヶ
月
に
2
回
程
度
の
相
談
活
動

と
1
回
の
連
絡
会
議
へ
の
出
席

が
可
能
な
人
、
③
養
成
研
修
へ

の
参
加
が
可
能
な
人
（
研
修
日

程
／
前
期
9
月
9
コ
口
月
）
～

9
月
1
2
（
木
）
後
期
／
m
月
2
9

日
（
火
）
い
ず
れ
も
会
場
は
大

阪
）

◇
募
集
人
員
1
1
1
人

◇
任
期
1
1
2
年

◇
申
込
締
切
日
1
1
7
月
1
9
H

（
金
）

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
1
1
日
向

市
福
祉
事
務
所
・
介
護
福
祉
係

（
費
内
線
2
1
7
7
）

（
卒
業
を
目
指
す
学
生
）
、
選
科

履
修
生
（
1
年
間
在
学
す
る
学

生
）
、
科
目
履
修
生
（
1
学
期

間
「
6
か
月
」
在
学
す
る
学
生
〉

◇
開
設
授
業
科
目
1
1
人
文
・
社

会
・
自
然
・
産
業
な
ど
の
幅
広

い
分
野
の
約
3
2
0
科
目

◇
入
学
料
1
1
全
科
履
修
生
／
2

0
0
0
0
円
、
選
科
履
修
生
／

7
0
0
0
円
、
科
目
履
修
生
／

5
0
0
0
円

※
日
向
市
民
に
つ
い
て
は
、

人
学
料
を
半
額
助
成
し
ま
す
。

◇
授
業
料
1
1
1
単
位
当
た
り
5

0
0
0
円
（
教
材
費
込
み
）

◇
受
付
期
間
1
1
6
月
1
5
日
目
ヒ
）

～
8
月
1
5
日
（
木
）

◇
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
1
1

放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

（
倉
5
3
1
1
8
9
3
）

放
送
大
学
平
成
1
4
年
度
第
2
学
期
生
募
集

自
宅
で
大
学
の
蛍
位
が

取
得
で
き
ま
す

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
で
大
学
教
育
を
行
な
っ
て

い
る
、
国
が
設
置
し
た
正
規
の

通
信
制
4
年
制
大
学
で
す
。
目

的
や
興
味
に
応
じ
て
1
科
目
か

ら
学
べ
る
ほ
か
、
所
定
の
単
位

を
修
得
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）

の
学
位
が
取
得
で
き
る
と
と
も

に
、
各
種
国
家
試
験
の
受
験
資

格
が
得
ら
れ
た
り
、
1
次
試
験

が
免
除
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　
ま
た
、
併
せ
て
平
成
1
5
年
度

大
学
院
生
の
募
集
も
行
い
ま

す
。◇

募
集
学
生
1
1
全
科
履
修
生

あなたとわたしσ）

箏～セ共国参◎社会

男女共同参画社会をめざして1

：

：

：

：

：

：
●

●

にも、そんな社会づくりが望まれ．
　　　　　　　　　　　　　　　　ています。21世紀の私たちにふ：

　　　　　　　　　　　　　　　　さわしい、パートナーシップの出。
　　　　　　　　　　　　　　　　前講座を実施しています。推進ル：

一ム「さんぴあ」（850－030：

o）までご連絡ください。　i

喬《ぎ窒Q＆A

　すべての人たちが自分で選択

し、それぞれの個性を生かした、・

自分らしい生き方ができるこ：A．半額免除期間の保険料（月額
　　　　　　　　　　　　　　　コと…　　。女性も男性も自分の意・　6，650円）を納付した月は老
　　　　　　　　　　　　　　　コ
思で社会に参画し、やさしく支え：齢年金受給の際、3分の2月の計
合う、喜びも責任もわかち合うこ：算になります。なお、全額免除期
と＿．時代の転換期にある今i間は、3分の1月の計算となりま

　　　　　　　　　　　　　　　　豊かで活力のある未来を築くため：す。半額免除期間も全額免除と同

　　　　　　　　　　　　　　　●

Q．半額免除制度が始まったとの

ことですが、どのような免除制度

なのですか（その2）

じく、10年間であれば追納がで

きますので、ぜひ追納をお勧めし

ます。追納納付書の発行につきま

しては、延岡社会保険事務所
（倉0982－21－5424）または、

市民課年金係までご連絡下さい。

◇
介
護
保
険
の
制
度
や
保
険
料
の

説
明
会

　
　
毎
月
－
回
説
明
会
を
行
っ

　
て
い
ま
す
。
今
月
は
下
記
の

　
目
下
で
す
．
ど
な
た
で
も
、

　
参
加
で
き
ま
す
。

　
と
き
■
7
1
1
協
H
（
月
）
、

　
　
　
　
｛
　
　
■
　
〕
　
～

　
と
こ
ろ
■
市
民
健
康
管
理

　
　
セ
ン
タ
ー

　
問
い
合
わ
せ
■
高
齢
者
あ
ん

　
　
し
ん
対
策
室
（
盈
内
線
2

　
　
1
9
3
V

評
期
期

　
　
　
　
　
　
　
　

第
第
第
難訓

　　7月の納期
市県民税
固定資産税
国民健康保険税
　　　ノノ

税金で住みよいくらしまちつく

⑰…身禰・断・闘・を推進・・…す・75



おしらせ・ぼしゅう

日
向
市
文
化
賞
授
賞
候
補
者
の
推
薦

達
に
関
し
、

を
有
す
る
方
々
を
顕
彰
す
る
と

と
も
に
こ
れ
ら
の
業
績
に
対
す

る
、
市
民
の
認
識
を
更
に
高
め

る
た
め
、
1
1
月
3
目
「
文
化
の

日
」
に
「
H
向
市
文
化
賞
」
を

授
与
し
ま
す
。

　
次
の
と
お
り
候
補
者
の
推
薦

を
受
け
付
け
ま
す
。

◇
対
象
者
1
1
日
向
市
在
住
者
お

よ
び
目
向
市
に
所
在
す
る
施

設
、
団
体
ま
た
は
日
向
市
出
身

者
で
市
の
文
化
向
ヒ
発
達
に
、

特
に
顕
著
な
業
績
を
有
す
る

＼
o

ノ
　
　
　
　
　
　
　
「

◇
授
賞
1
1
学
術
、
芸
術
、
技
術
、

体
育
お
よ
び
文
化
関
係
の
功
績

が
、
特
に
顕
詫
と
認
め
ら
れ
た

人
に
つ
い
て
顕
彰
す
る
（
自
治

功
労
は
含
ま
な
い
）
．

◇
推
薦
の
方
法
1
1
推
薦
書
に
よ

る
〔
参
考
資
料
も
含
め
全
書
類

A
4
版
用
紙
で
5
枚
以
内
、
推

薦
書
は
中
央
公
民
館
、
H
知
屋

公
民
館
、
南
日
向
公
民
館
、
細

島
公
民
館
、
美
々
津
公
民
館
、

市
社
会
教
育
課
に
あ
り
ま
す
〕
。

◇
推
薦
締
切
日
1
1
8
月
濁
日

（
金
）

◇
推
薦
書
提
出
先
1
1
市
教
育
委

推
薦
し
て
く
だ
さ
い

日
向
市
文
化
賞
候
補
者

市
は
、
本
市
文
化
の
向
ヒ
発

　
　
　
　
特
に
顕
著
な
業
績

一　
市
民
参
加
に
よ
る
花
の

　
ま
ち
づ
く
り

　
市
は
、
「
日
向
市
花
の
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
」

を
策
定
し
、
市
民
参
加
に
よ
る

花
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
年
も
、
花
壇
コ
ン
ク

ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

第
8
回
「
日
向
市
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
」

一
続
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
朗
読
講
座

セ
ン
ト
な
ど
）

し
く
学
び
ま
せ
ん
か
？

◇
日
程
H
第
2
・
第
4
k
曜
日

（
7
月
～
．
平
成
1
5
年
3
月
）

◇
時
間
1
1
午
前
m
時
～
1
2
時

◇
講
師
1
1
後
藤
千
満
f
さ
ん

（
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
員
）

◇
受
講
料
1
ー
テ
キ
．
ス
ト
代

◇
定
員
1
1
⑳
人

◇
場
所
1
1
H
向
市
男
女
共
同
参

画
社
会
づ
く
り
推
進
ル
ー
ム

「
さ
ん
ぴ
あ
」

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
1
1
随
時

申
込
受
付
し
ま
す
。
推
進
ル
ー

ム
　
「
さ
ん
ぴ
あ
」
（
雪
国
一
0

3
0
0
）

朗
読
の
基
礎
を
楽
し
く

学
び
ま
せ
ん
か

朗
読
の
基
礎
（
発
声
・
ア
ク

　
　
　
　
　
を
み
ん
な
で
楽

木
造
住
宅
利
子
補
助
事
業

5
％
に
相
当
す
る
額
を
、

5
年
間
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
者
が
1
0
0
人
を
越

え
た
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま

す
。◇

申
込
資
格
（
こ
れ
か
ら
住
宅

を
取
得
す
る
人
に
限
る
）
1
1
①

県
内
に
自
ら
居
住
す
る
人
②
県

が
実
施
す
る
他
の
助
成
制
度
を

利
用
し
て
い
な
い
人
③
公
庫
基

準
金
利
融
資
と
併
せ
て
、
地
方

公
共
団
体
施
策
住
宅
（
地
域
木

造
）
特
別
加
算
融
資
を
受
け
る

人

い
き
い
き
三
世
代
木
造

住
宅
建
設
促
進
事
業

公
庫
融
資
残
h
局
の
年
0
・

　
　
　
　
　
　
　
　
当
初

　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、

　
　
　
　
　
　
　
酔
．

員
会
社
会
教
育
課
（
容
内
線
2

4
2
5
）

◇
募
集
部
門
1
1
①
一
般
家
庭
部

門
②
餐
業
所
及
び
団
体
部
門
③

自
治
公
民
館
部
門
④
学
校
部
門

◇
申
込
方
法
1
1
本
人
申
込
ま
た

は
第
．
．
一
儀
に
よ
る
推
薦

◇
手
続
き
1
1
所
定
の
応
募
川
紙

に
植
栽
状
況
写
真
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
募
集
期
間
1
1
7
月
1
5
日
（
月
）

～
9
月
調
日
（
月
）
（
当
H
消

印
有
効
）

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
1
1
市
都

市
計
画
課
に
持
参
ま
た
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
（
各
支
所
経
由

で
も
可
V
。

一
　
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
ボ

　
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
日
向
市
涙
図
廷
［
館
で
は
、
初

・
b
者
を
対
象
に
3
叫
シ
リ
ー
ズ

で
「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
実
施

し
ま
す
．
．
多
数
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◇
内
容
1
1
「
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
」
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
養
成
講
座

◇
期
日
1
1
7
月
1
5
日
．
7
7
㎜
日
・

29

g
（
い
ず
れ
も
月
曜
目
）

◇
時
間
1
1
午
前
り
時
～
1
2
時

◇
会
場
1
1
市
立
図
鑑
館
2
階

◇
定
員
1
1
附
人
（
定
員
に
な
り

■一

s
営
住
宅
入
居
者

　
市
営
住
宅
の
人
糞
者
を
募
集

し
ま
す
。

●
申
込
用
紙
配
布
及
び
説
明

◇
期
間
1
1
8
月
置
目
（
．
＼
イ
）
～

〔

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

次
第
、
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
）

◇
受
講
料
1
1
無
料

◇
そ
の
他
1
1
原
則
と
し
て
図
蒔

館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
「
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
」
な
ど
の
活

動
に
参
加
で
き
る
人

◇
応
募
・
問
い
合
わ
せ
団
電
話

に
よ
り
受
付
・
市
疏
図
睦
目
館

（
盈
5
4
1
1
9
1
9
）

8
月
5
日
（
1
1
）

◇
場
所
匹
日
向
市
勤
労
L
目
少
年

ホ
ー
ム
ー
階
談
話
室

●
申
込
受
付

◇
期
間
1
1
8
月
－
日
（
木
）
～

12

冝
i
月
）
ま
で
。

◇
場
所
1
1
市
役
所
建
設
課

（
市
役
所
南
別
館
－
階
）

◇
募
集
住
宅
1
1
新
財
市
住
宅

2
D
K
4
一
1
1
／
3
D
K
8
．
戸

◇
入
居
者
決
定
方
法
1
1
有
資
格

者
に
よ
る
公
開
抽
選
（
8
月
中

旬
）

◇
入
居
日
1
1
9
月
中
日
頃

◇
建
設
年
度
等
1
1
新
庄
市
住
宅

（
流
目
1
4
年
建
設
、
8
月
完
成

r
定
）

◇
申
込
資
格
1
ー
エ
市
内
に
居
住

カーフェリーを利用しよう

　市は、カーフェリーの利用促進を図るた

め、以下の助成事業を行っています。

　今年度からは、4月15日に新しく開設さ

れました高知航路についても助成対象路線

といたしましたので、どうぞご利用くださ
い。

◇助成事業＝①市内の5人以上の団体がカ

ーフェリーを利用して行う研修・見学旅
行、②農林業団体等がカーフェリーを利用

して行う農畜産物等の輸送、③団体等がカ

ーフェリーを利用して行うイベントの開催

（ただし、公益性のあるものに限る）。

◇利用条件；細島港を発着する航路を利用

すること。

◇助成額＝実際に支払った船賃の20％の

額

◇助成の方法＝①市企画課に備え付けの申

請書に旅行計画書を添えて事前に「日向市

カーフェリー利用促進対策協議会」に提出

してください。②船会社に船賃を支払い旅

行等を行います。③旅行等終了後、実際に

支払った船賃の領収書の写しを添えて実績

報告書を同協議会に提出します。④団体の

代表者の口座に助成金を振り込みます。

◇問い合わせ＝市企画課（8内線2215）

鶉と子のための膏肇塞

九■ 九 いコンサート

　
i
i
i
蓋
謹
㌦
i
l

り
一

一
十
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G

◇
対
象
と
な
る
住
宅
団
①
県

産
材
を
利
川
し
た
在
来
軸
組

工
法
に
よ
る
．
戸
建
て
の
木

造
住
宅
②
．
地
域
木
造
「
み
や

ざ
き
の
家
」
建
設
基
準
に
適

合
す
る
住
宅

※
詳
し
い
内
容
は
、
金
融
機

関
、
k
木
事
務
所
、
市
町
村

役
場
に
お
い
て
あ
る
「
木
造

住
宅
利
！
r
補
助
」
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
時
期
1
1
住
宅
金
融
公

庫
の
申
込
と
同
時

◇
申
込
先
1
1
県
内
の
住
宅
金

融
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機
関

の
窓
下

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
県
建
築
住

宅
課
（
容
0
9
8
5
．
2
6

7
1
9
4
）

理◇さての辞過所民◇る所び人族ま困ま
係問い　’月　’去得票申こ得同　’＿たった

は
勤
務
し
、
現
在
住
宅
に

て
い
る
人
、
②
現
に
同
居

は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

婚
約
者
を
含
む
）
が
あ
る

3
収
入
基
準
（
入
居
者
及

居
観
族
の
過
去
－
年
間
の

月
額
が
⑳
万
円
以
ド
で
あ

と
）
を
満
た
す
人
．
．

込
方
法
1
1
申
込
井
に
〔
↓
住

謄
本
、
2
平
成
B
年
高
の

証
明
井
、
給
与
収
人
者
は

1
年
間
の
給
与
収
入
証
明

自
営
業
者
は
過
去
1
年
間

別
収
支
内
訳
井
を
添
え

市
建
設
課
へ
提
出
し
て
ド

い
合
わ
せ
1
1
市
建
設
課
管

（
倉
内
線
2
3
5
2
）

し

自衛官募集

◇問い合わせ；rl衛

隊ll向募集事務所
（7至52－6914）

または、rlf総務課

（2｝内糸泉2224）ま

で。

一般曹候補学生（男女）

曹候補士（男刻

2等陸士一般男

　　海士高校男
　　空士
　　　　高校女
海・空自衛隊

航空学生

癖＿．．」」．晶㍊

伊　『　　　　　　．

　　　　　　　蜜．　　一・｝IF電．一■■一二．一

　　、」慣魑覇玉

18歳以上24歳未満

18歳以ヒ27歳未満

8月5日～9月6日

8月5日～9月6日

　　随時
18歳以上27歳未満

　　　　　　　　8月5日～9月6日

9月16日（月）

9月16日（月）

　別　示
9月18日（水）

9月24日（火）

18歳以．上21歳未満

　　　　　　　　8月5日～9月6日　9月2旧（土）
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」へ．．、

谷川祐喜くん
祐之・真喜（永江町2）

儀乳幼児健診
■3か月児健診＝日時／7月12目｛金｝、26日（斜、

対象／平成14年4月生まれ

■7か月児健診＝ll時／71118日（木｝、対象／平

成13年12月生まれ

■1歳児健康相談＝［時／7月9LI｛火）、対象／

将戎13年6月生まれ

■1歳6か月児健診；日時／7月ll日（木｝、対

象／平成12年12月生まれ

■3歳児健診＝日時／7月5日（金｝、対象／’F成

10年12月生まれ

※受付時間は、3か月児・7か月児／午後1時～

1時30分、　1歳6か月児・3歳児／午後1時～

2時置1歳児／午前9時30分～iO時です。母f

健康手帳を忘れずに、市民健康管理センターへ。

亀すくすく教室
◇日時；7月23H（火｝午後2時～午後3時30分

◇対象＝生後6か月までの乳児を育児中のお父さ

ん、お母さん。

藤高真矢ちゃん
祐介・佐百合（遠見）

安藤聖ちゃん
達郎・なぎさ（鶴町3）

◇内容＝①栄養ヒとの離乳食作り・試食、②体〔E

測定・身長測定、③赤ちゃんの健康相談、④ママ

やパパ同士の交流会など。

◇会場＝市民健康管理センター

◇持参するもの；母子健康手帳

※r約・参加料は、必要ありません。

q恥パパママ教室

◇日時＝①7月141」（LD②7月28日（m／1＝前10（《隔

時～12時

◇対象＝出産を迎えるパパとママ

◇内容；赤ちゃんのおふろの入れ方・妊娠疑似体

験・妊娠中の歯の管理（歯科医・歯科衛生i：）・

パパとママのための栄養知識など。

◇会場＝市民健康管理センター

◇申込方法＝開催日の1週間前までに氏名、連絡

先を市民健康管理センター（盛内線2182）ま

でご連絡ください。

栄養ひとくちメモ

乙
の

福永辰徳くん
幸律・由子（花ケ丘｝

尾形空ちゃん
智博・美幸（亀崎2）

儀三原則を守・て食幟防ぎまし・う

つけない　増やさない　殺菌が三原則！

　　　食rlI毒のiるな症状はlll賢き気や1嘔lli二、腹痛やド痢

　　などの急性胃腸炎の症状です。マヒなどの神経症

　　状がでるものもあります。時には死亡したり、亜

も∫　い障害が残ったりすることもあり、油断は禁物で

　　す，原因はさまざまですが、ほとんどが細菌によ

　　って起こっています、食中毒の原因は、身の回り

　　のあらゆるところに存在しますから、毎日の生活

　　の中でr防を心がけましょう。

〈調理器具の洗い方と殺菌の基本＞

1・たわしやスポンジを使って洗剤でよく洗う。

2・流水でよく洗い流す。

3・熱湯をかけるか、煮沸する。

4・日光にあてるなどしてよく乾かす。

q隔7月の休日在宅医 ※事前にテレホンサービス

　　　（倉53－1214）で確認を！

7日

渡辺病院（産婦・泌尿盈57－101D　天生堂医院（内・市外・麻

戟Eリハ容53－8910）　こどもクリニックたしろ（小児容56－

P515）武富医院（皮容52－5522）

14日
千代田病院（内・外・整外・胃腸・リハ・皮・放・麻酔価2－7111）

�c医院（産婦雪52－2950）瀧井病院（内・精神含52－2409）

20日

二木医院（産婦・外・胃腸容54－4468）　協和病院（精神・神経

m54－2806）吉田クリニック（内・循環倉55－0770）長田整形

O科（整外・1」ウ・リハ實63－0507）

21日

鮫島（整）医院（整外實52－8191）吉森医院（内・胃腸・循環・呼

z容52－4046）　ふじた心療内科（心療内科・精神・内層50－0855）

辮S内科（内555－0157）

28日
古賀内科胃腸科（内・胃腸麿52－8118）大久保医院（外・胃腸

q52－5338）白石病院（内・呼吸費63－1365）

　　　　　　　　　　　　を
カルシウム（Ca）について

〈働き〉

　カルシウムは骨や歯の発育
に必要です。lm液の凝固に関

係し、筋肉の収縮を助けたり、

神経の興奮をしずめたりしま

す。カルシウムが骨や歯に利

用されるには、たんぱく質や

ビタミンDといっしょにとり

ます（ビタミンDは適度に日

光にあたることによって体内
でも作れます）。

　カルシウムは適度な運動で
骨への定着がよくなります。

〈カルシウムを多く含む食品〉

　牛乳・乳製品・大豆・小魚

海藻・緑黄色野菜・など。

〈少ないと〉

　いらいらしたり、昌粗しょ
う症になりやすくなります。

　　〈手洗いの基本〉

　　　細菌汚染を防ぐよい方法です、しっかり洗いま

　　しょう。

　　1・指輪や腕時計をはず

酬免　　　　　　　轡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔　　2・水でト分に洗う．

　　3・石けんをよくあわウニ

　　てて、爪の問や指の間も

　　よく洗う。

　　4・流水でよく洗い流す。

　　5・乾いた清潔なタオルやベーパータオルで水気

　　をふき取る。

噸L　7月置献血日程

3日（水 o　　戸 ：30～16：30

18日（木 日。　役戸

ｦ和病院

9：30～12：00

P3：30～16：00

19日（金 晶　シリシア
a田病院

9：30～11：30

P3：00～16：00

79

日向市保育協議会
、

弓．

　子どもが病気の時、頼りになる病後児保育

●病気の後、まだ保育園・幼稚園や学校に

行かせるのはちょっと心配。※0歳（2か

月以上）から9歳のお子さんが対象

●水ぼうそう、おたふくかぜなどで、まだ

登園（校）の許可がでない。…　　でもこ

れ以上仕事も休めない。

●病児がいて急な外出ができない。

◆利用時間＝平日8時30分～17時（土曜日

8時30分～13時）

◆利用料（1日）＝①市内の認可保育園に

通園している児童は500円、②上記以外の

児童で0、1、2歳児は2000円／3歳

以上は1500円（完全給食を実施）。

◆問い合わせ＝ひよこ保育園

　　　　　　　　（費54－5508）まで。

5月中の交通事故

人身事故　死　亡　負傷者　物損事故
37件　　0人

（＋8）　（±0）

48人　　104件

（十12）　　（十24

～止まって確認！無事故に挑戦～

世と証人の市向日 　
號
　
　
　
　
　
　

　
　
5
4
1
7

　
　
3
2
1
4

　
1
。
十
十
十
十

　
ロ
　
く
く
く
く

　
’
6

帯…

b
蟷

2
7
4
8

0
，
7
，
2
」

9
7
1
2

5
2
3
2

ロ
　
　
数

　
男
女
帯

人
　
　
世

転　入　205人　　転　出　186人

出生 54人死亡 38画

面　積

L

117．56k㎡

＿」
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婦
琴
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跡
セ
》
興
★
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鯵
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嬉
尋
広
捧
4
セ
⇒
ヵ
禽
掻
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ド

．
属
曜
．
が

灘
鞭

　
　
－
　
　
塾

窓
、

p▼

ｿ
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卜

土
の
歴
史

　
富
高
川
は
本
谷
の
西
北
、
山
目
に
源

を
発
し
、
塩
見
川
へ
合
流
す
る
ま
で
の

延
長
5
・
6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
清
流
で

す
。
昭
和
淑
年
代
中
頃
ま
で
は
、
河
床

は
石
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て
お
り
、
貝
が
た

く
さ
ん
採
れ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
明
治

の
初
め
に
宮
崎
県
を
く
ま
な
く
踏
査
し

た
平
部
嬌
南
の
「
日
向
地
誌
」
に
よ
る

と
、
官
里
局
川
は
「
・
…
幅
廣
慮
．
．

十
間
狭
庭
卜
κ
間
干
潮
掲
渉
ス
ヘ
シ
潮

来
レ
ハ
下
流
ハ
深
五
六
1
4
石
川
ニ
シ
テ

清
シ
」
と
あ
り
ま
す
。
「
潮
時
に
は
、

着
物
の
裾
を
か
ら
げ
て
渡
る
こ
と
が
で

1

、

鴨
　
」

汐田橋記念碑

シ
リ
ー
ズ
3
2

　
し
お
た

　
汐
田
橋
記
念
碑

き
、
満
潮
時
に
は
深
さ
が
2
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
川
の
ド
流
域
、
広
見
地
区
と
草

場
地
区
を
結
ぶ
汐
川
橋
（
初
代
∀
が
架

け
ら
れ
た
の
は
、
大
正
5
〔
1
9
1
6
＞

年
4
月
で
す
。
そ
の
記
念
碑
の
正
面
に

架
橋
に
携
わ
っ
た
人
た
ち
の
名
前
が
あ

り
ま
す
。
「
青
木
疑
市
甲
高
村
長
」
、
そ

の
横
に
地
元
の
「
大
坪
政
．
郎
廣
見
廣

長
」
、
「
代
表
世
話
人
」
と
し
て
「
黒
木

傳
次
郎
松
木
卜
．
平
占
川
κ
郎
占
鈴
木

占
次
」
な
ど
⑳
名
の
名
前
が
あ
り
ま
す
。

　
碑
の
側
面
に
は
「
細
島
石
「
仲
野

茂
．
」
と
あ
り
ま
す
が
、
橋
は
木
橋
で

す
の
で
h
台
の
石
積
工
事
を
行
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
碑
の
裏
面
に
は
「
寄
付
者
芳
名
」
と

し
て
、
「
口
高
兵
吉
石
川
儀
助
米
良
重

吉
石
川
清
三
尾
藤
太
郎
」
な
ど
2
6
名

の
名
前
が
あ
り
、
寄
付
金
総
額
は
百
二

十
七
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
日
の
生
活
や
農
作
業
を
便
利
に
す

る
た
め
に
地
元
の
人
た
ち
が
苫
労
し
て

設
け
た
橋
で
す
が
、
大
水
が
出
る
度
に

流
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
、
太
平
洋

戦
争
後
す
ぐ
の
台
風
で
は
橋
脚
が
流
さ

れ
て
お
倉
ケ
浜
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、
そ

（

日
向
市
史
編
さ
ん
事
業

れ
を
地
元
の
人
た
ち
が
担
い
で
帰
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
右
岸
側
の
春
原
地
区
は
昭
和
ω
年
か

ら
富
高
町
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
と

し
て
耕
地
整
理
が
行
わ
れ
、
途
中
戦
争

の
た
め
し
事
が
中
断
し
ま
し
た
が
、
昭

和
2
8
年
に
完
成
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
鵠
年
に
日
向
中
学
校
が
開
校
す

る
と
、
汐
田
橋
は
生
徒
の
通
学
路
と
な

り
ま
し
た
。
狭
く
欄
干
も
な
い
占
い
木

橋
で
渡
る
の
が
怖
か
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
H
向
市
の
人
目
増
加
に
伴
な

う
市
街
地
の
拡
大
で
、
昭
和
4
4
年
に
春

原
ヒ
地
区
画
整
理
事
業
が
始
ま
り
、
昭

和
4
7
年
に
住
宅
地
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。
同
時
期
に
河
川
改
修
も
行

わ
れ
、
橋
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
（
2
代

目
）
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
周
辺
人
日
の
増
加
と
本
格

的
な
車
社
会
の
到
来
で
、
昭
和
5
4
年
に

永
久
橋
（
3
代
目
）
と
し
て
現
在
の
姿

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
■
　
　
　
　
■

こ
の
「
汐
田
橋
架
設
の
時
」
（
初
代
の

改
築
）
の
写
真
を
日
向
市
史
別
編
「
日

向
写
真
帖
」
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
併

せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
「
日
向
写
真
帖
」
は
市
史
編
さ

ん
室
（
日
向
市
立
図
書
館
内
）
及
び

美
々
津
公
民
館
、
細
島
公
民
館
、
南
日

向
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
口
知
屋

公
民
館
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

1

日驚国
　口覇国

ρ、k三」

南
疹
、

」
〔

　
通
勤
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

休
日
で
も
市
内
の
ど
こ
へ
行
く

の
に
も
、
自
転
車
で
が
ん
ば
っ

て
い
た
《
K
》
は
、
体
力
の
衰

え
を
感
じ
、
中
占
の
ミ
ニ
バ
イ

ク
を
上
人
し
ま
し
た
。
ジ
ェ
ッ

ト
ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
妻
に
は
、
と

っ
て
も
不
評
）
を
か
ぶ
り
’
、
す

ご
い
安
全
運
転
で
走
っ
て
い
ま

す
。
▼
し
か
し
、
路
．
肩
の
舗
装

状
態
が
良
く
な
い
と
こ
ろ
も
あ

り
、
バ
イ
ク
に
と
っ
て
は
危
険

な
こ
と
も
。
当
事
者
に
な
ら
な

い
と
気
づ
か
な
い
こ
と
も
あ
る

と
実
感
し
て
い
ま
す
。
▼
道
路

の
維
持
管
理
の
大
切
さ
を
改
め

て
痛
感
。
従
事
し
て
い
る
関
係

者
の
み
な
さ
ん
、
い
つ
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
　
《
K
》
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